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住宅地で繁殖したツミAccjpjterguﾉａｒｊｓ

平野敏明ｌ・石田博之２．国友妙子２

シミAccjpjtergz4kzrjsは，日本では北海道，本州，九州の低山帯の森林で繁殖が確認

されている（日本野鳥の会1980)．一方，いくつかの地域では住宅密集地に残された林や，

住宅地に隣接した林でも繁殖行動が観察されており，一部の研究者から都市環境への進出

とのからみで注目されている（大庭1988)．しかし，これら住宅密集地の林でのツミの繁

殖記録はあるものの，営巣地の樹種構成や周囲の環境についての詳しい報告はいまだない．

筆者らは，1988年３月から７月にかけて栃木県宇都宮市の住宅地に残存する小面積の林で

ツミの繁殖を観察した．ここでは，おもに森林面積や樹種構成など営巣地の環境について

報告する．

観察地は，栃木県宇都宮市石井町（36.32′Ｎ，１３９．５５′Ｅ，標高106ｍ）の住宅地に

パッチ状に残された林の一つである（図１)．この地域を境にして西側には住宅地が，東

側には水田地帯が広がっている．巣を中心に半径１ｋｍの範囲における森林面積の合計は

約24.4haで，図１からもわかるように小面積の林が点在して残っている．一つ一つの林

の面積は，大きいものでも約2.6haで，多くは１ｈａ以下である．大部分の樹種は樹高６～

８ｍのコナラやニセアカシヤ，エゴノキで，２０ｍ前後のサワラやヒノキ，１５ｍ前後のアカ

マツも少数混在している．

営巣地の林(A)は，周囲を住宅地に囲まれた面積約0.9haの林で，隣接する林から少な

くとも約70ｍ離れている．林の４分の１は樹高20ｍ前後のサウラが茂り，残り４分の３は

樹高６～８ｍのコナラ，ニセアカシヤ，エゴノキなどの落葉広葉樹が占めている．落葉広

葉樹のなかに樹高15ｍ前後のアカマツが10数本点在している．低木層や下草はあまり発達

せず，わずかにヤマウルシやクリの幼樹，ヤブムラサキがみられる程度である．林内には

数本の踏みわけ道があり，付近の住民の近道として利用されている．休日や土曜の午後に

は小学生が林内で遊ぶ姿がみられた．

巣は，林のほぼ中央の樹高15ｍ，胸高直径25ｃｍのアカマツの地上14ｍのところに造ら

れていた．営巣木の南一東側にはサワラがあり，北一西側には広葉樹がおおっている．図

２は営巣木の周囲のおおまかな断面図を示している．図からもわかるように，営巣木の上

空はひらけていて，巣は広葉樹の樹冠の上に突きでたかたちになっていた．

この付近ではじめてツミの生息を観察したのは，1988年３月23日に営巣地から南西に約

700ｍほど離れた林（図１のB）だった．落葉広葉樹林の林縁にあるアカマツから飛び立

1988年12月29日受理

１．〒32O宇都宮市吉野２－３－１５戸室方

２．〒32ｌ宇都宮市峰町35O宇都宮大学探鳥会



264

Ｎ
ｉ
川
川
川
ｕ
割

０１００ｍ

品
●
．

産Ｉ

=』

似

水田地帯

Paddyfield

林地

Forest

つ雌を観察した．このとき樹高９ｍのアカマツに巣らしいものがあった．翌F1にはこの場

所でつがいが観察された．３月29日，コナラの枝で交尾を観察した．しかし，この林では

４月９日以降ツミの姿はみられなくなり，アカマツの巣らしいところにはキジバトが入っ

ていた．付近の林を探したところ営巣地となった林(A)で警戒するつがいを観察した．４

月11日にはアカマツに巣を観察した（ただしこの時点ではツミの巣かどうか不明だった)．

４月26日，抱卵を確認した．６月10日，大きさの異なる４羽のヒナを観察した．このうち

図１．巣をrll心に半径１ｋm以内の環境の概要

Fig.1．BreedingenviromentwiLhinaradiuｓｏｆｏｎｅｋｉｌｏｍｅＬｅｒａｒｏｕｎｄＩ,hｅｎｃｓＬ

住宅密集地

Residcntialarea
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図２．営巣木の略図

Ｆｉｇ．２．Aroughsketchofthenestingplace．

成長の早い２羽は褐色の羽毛におおわれ，さかんに羽ばたいていたが，残りの２羽はまだ

白い綿毛におおわれていた．６月14日ごろから成長の早いヒナは巣外にでており，６月２０

日にはすべてのヒナが巣立ちした．巣立ちしたヒナは，営巣木の近くにあるサワラの枝に

止まっていることが多かった．７月上旬までは営巣地で観察され，７月７日にはヒナ１羽

が親鳥1羽とＢの林で観察された．

親鳥は林外から直接巣へ入るため，ヒナの食物についてはまったく調べられなかった．

ただし親鳥がよく利用するサワラの木の下にスズメと思われる羽毛が多数散乱しているの

を観察した．また，２度ほどにぎりこぶしくらいの獲物を運ぶのを観察した．抱卵期から

巣立ち後育雛期にかけての約20時間の観察中に，親鳥は営巣地の林では１度も狩りを行な

わず，林から南一西の方角に飛び去った．どの範囲の林を利用しているかは明らかでなかっ

たが，６月10日にはBの林から獲物をつかんで巣の方角へ飛ぶのが観察された．

親鳥は，巣に近づくハシボソガラス，オナガ，キジバトに対してはげしく攻撃した．ま

た，観察者に対しては，抱卵期から巣内ビナの段階ではあまり警戒行動をとらなかったが，

巣立直後からは著しく警戒をするようになり，直接攻撃をすることもあった．

このように，住宅地に残された小面積の林でツミが無事４羽のヒナを育てたわけだが，

内田（1986）によるとツミの営巣木としてはアカマツが多いことがわかる．今回の繁殖例

においても，サワラや広葉樹ではなく最も数の少ないアカマツを選んでいる．この点で，

コナラやニセアカシヤからなるＢの林は，Ａの３倍の面積があるにもかかわらず営巣場所

には好ましくなかったと思われた．さらに，親鳥，巣立ちビナともサワラの木を休憩など

によく利用していたので，針葉樹の存在も必要なのかもしれない．清棲（1978）はツミの

食物として主に小鳥類や小型のほ乳類を報告している．さらに，大庭（1988）はツミがオ

ナガを頻繁に捕食することを記載している．この地域ではツミの食物としてスズメやシジュ

ウカラ，カワラヒワ，ホオジロ，ムクドリ，オナガ，ヒヨドリがあげられる．特にこの時

期，多数のスズメが住宅地の林で採食しているのが観察されているので，ツミの重要な食

物となっていると思われる．

最後に，ツミを観察していて気づいたことだが，観察者をはじめ人間に対してあまり人

おじしないことがあげられる．個体差もあると思われるが，今回のっがいの場合，巣立ち

後を別にすれば人間に対してほとんど警戒しなかった．３０～40ｍの距離を保てば交尾さえ

も観察することができた．同様のことは，宇都宮のほかのっがいでもあてはまった．こう
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した人おじしない性質は，人家に隣接した小面積の林で繁殖する場合に大切な要因と思わ

れる．
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